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第 2 章では，振動機の分類と分析を行った上，とくに 2 軸偏心式振動機の基本的特性に対して，基本原理と振動ノT
ラメータについて検討している。つぎに，振動機と直結した振動貫入杭の基本的特性について述べるとともに，その
地盤に及ぽす影響の基本的な分析を行っている。さらに，振動貫入杭に関する物理的特性について，既往の知見を整
理するとともに，振動貫入モデ、ル，貫入曲線および動的支持力評価について考察し，新たな貫入杭振動モデルを提案
している。
第 3 章では，提案モデルの検証のために現場計測システムを開発し，その計測システムによって得られた振動杭体
の貫入時の計測事例を示している。その結果に基づいて，杭先端の反力波形をパターン化するとともに，その振動特
性を系統的に検討し，提案モデルの妥当性について検証している。この成果に基づけば，地盤に応じた適切な起振機
の仕様を決めることができ，また貫入杭体の施工能率を加味した適切な施工限界を設定できるなど，その工学的適用
を示している。
第 4 章では，砂杭による地盤改良工法への振動貫入杭の適用について述べている。すなわち，砂質地盤の締固め改
良に関し，締固めの定性的側面，累積打設による貫入・締固めに及ぼす影響や群杭効果，地盤改良の時間的効果，施
工時における砂杭の動的測定値と事後の静的強度との関係などを明らかにし，さらに，粘性土地盤中での砂杭の造成
に関し，砂杭の密度や強度の関係およびその予測の可能性について明らかにしている。
第 5 章では，貫入体の接地圧が実用上最大値を示す場合として地盤調査用サウンディングへの適用を，その最小値
を示す場合として締固め振動板への適用を対象として，それぞれの振動挙動特性を検討し考察している。その結果，
接地面積の大きさでは両者の中間的適用である貫入杭の振動理論からの外挿的拡張が可能であることを明らかにして
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いる。特に大型表層締固め法としての締固め振動板の挙動について，基本的原理を明確にするとともに，その振動挙
動が振動貫入杭と同様に説明できることを確認している。
第 6 章では，前章までに明らかにされた振動貫入機構を統一的に表現するため，各種基礎工法の振動挙動を集大成
した。その結果，それらが基本的に同じ原理または機構で統一的に説明できることを明らかにしている。
第 7 章では，各章の成果を総括し，各章で得られた主な結論をまとめている。
論文審査の結果の要旨
振動貫入杭を用いた地盤深部の締固めや砂杭の造成，あるいは振動板による地盤浅部の締固めなど，振動を利用す
る種々の基礎工法は現在すでに広く用いられている。しかし，貫入体の振動機構や地盤との相互作用については不明
の点が多く，特に貫入杭体の振動特性に関する体系的な研究はほとんど行われていない状況にある。
本論文は，貫入杭体の振動挙動の現場計測データに基づいて，その振動機構を解明するとともに，貫入杭振動モデ
ルを新たに提案し，検証している。さらに，その振動特'性の各種基礎工法への適用性について明らかにするとともに，
それらの振動挙動が基本的に同じ原理で統一的に表現できることを示すことによって，貫入杭体の振動特性を工学的
に体系化したものであり，その成果を要約すると次のとおりである。
(1) 開発した現場計測システムによって得られたデータに基づいて，振動機および振動貫入杭の基本的特性を分
析・検討した結果を通して，新たな貫入杭振動モデルを提案している。
(2) 現場計測データに基づいて，貫入杭体の先端反力をパターン化し，その振動特性を系統的に明らかにするとと
もに，提案した貫入杭振動モデルの妥当性を検証し，さらにその工学的な適用手法について明示している。
(3) 振動を利用する各種基礎工法として，砂杭による地盤改良工法，地盤調査用サウンディングおよび締閏め振動
板への適用を対象として，それぞれの振動特性を明らかにしている。特に，接地面積の大きさでは両極端に位
置する地盤調査用サウンディングと締固め振動板における振動機構については，両者の中間的適用である貫入
杭体の振動機構からの外挿的拡張が可能であることを明らかにしている。
(4) 以上の結果に基づいて，広範な接地面積をもっ貫入杭体の振動特性を工学的に体系化している。
以上のように，本論文は，広範な接地面積をもっ貫入杭体の振動機構を解明するとともに，その振動特性を工学的
に体系化したものであれ地盤工学および土木工学の進歩に寄与するところが大きしユ。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
